第１面

産業廃棄物処理事業計画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日
三重県〇〇地域（防災総合事務所又は活性化局）長　あて
申請者　住　所（法人にあっては主たる事務所の所在地）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三重県津市広明町１３番地
氏　名（法人にあっては名称及び代表者の氏名）
                                                株式会社三重県　代表取締役　三重太郎　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 電話番号　０５９（○○○）○○○○
第１項                         最終処分場
三重県産業廃棄物処理指導要綱第１０条　      の規定により、産業廃棄物  中間処理施設   の
                                      第２項                         積替保管施設
　設置
         に係る事業計画を次のとおり提出します。
　変更
	施　設　の　種　類
	木くず、廃プラスチック類の破砕施設

	施設の規模又は能力
	破砕施設　1基

木くず　40ｔ／日（8時間）、5ｔ／時間

廃プラスチック類　20ｔ／日（8時間）、2.5ｔ／時間

	施設の設置場所
	三重県津市広明町○番地

	事業計画地

（実測面積　㎡）
	　三重県津市広明町○○番地他５筆　　８３５０m2
　  別紙－１（計画地の一覧表）のとおり

	事　業　の　目　的

及び計画の概要
	「木くず」、「廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を除く。）」の破砕を行い、有価物として、再生事業者に売却をする。

	手続等の担当者
職・氏名
	職　　名
	氏　　名
	連　絡　先・電　話　番　号

	
	行政書士
	○○　○○
	○○○―○○○―○○

	
	
	
	


	取扱い予定の産業廃棄物の種類
	別紙－２　（取扱い予定の産業廃棄物の種類）のとおり

	契約（予定を含む）事業所名等
	別紙－３　（契約（予定を含む）事業所名等）のとおり

	事業計画
	最　終　処　分　場
	別紙－４　（最終処分場に係る事業計画）のとおり

	
	中　間　処　理　施　設
	別紙－５　（中間処理施設に係る事業計画）のとおり

	
	積替保管施設
	別紙－６　（積替保管施設に係る事業計画）のとおり

	法   人   等   の   内   容
	資  本  金
	全従業員数
	主たる業務の内容

	
	　○，○○○（万円）
	    ○（人）
	一般貨物運送業

産業廃棄物収集運搬業

	会社概要・業務経歴
	別紙－７（会社概要・業務経歴）のとおり

	現  に  有  す  る  許  可
（ 三  重  県 ）の  内  容
	許  可  年  月  日
	平成12年4月1日
	平成18年4月1日

	
	許   可   番   号
	第02404○○○○○○号
	第02405○○○○○○号

	
	業   の   範   囲
	産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く。）
	特別管理産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を除く。）

	
	許可の期限又は条件
	平成27年3月31日
	平成28年3月31日

	他都道府県等の産廃処理業
許可の取得状況
	別紙－８（他都道府県等の産廃処理業許可の取得状況）のとおり

	市町との協議状況
	別紙－９（市町との協議状況）のとおり

	環境調査結果の内容
	別紙－１０（環境調査結果の内容）のとおり

	同意書等の取得状況
	別紙－１１（同意書等の取得状況）のとおり


第２面

注）１　次の書類及び図面を添付すること。
（１）位置図　２５，０００分の１程度（同意取得の範囲を明示すること。）
（２）付近の見取図　２，５００分の１程度（同意取得の範囲を明示すること。）
（３）その他地域防災総合事務所長、地域活性化局長が必要と認める書類等

２　第８条、第９条が適用除外される場合は、別紙11の書類の添付は不要。
別紙－１

計　画　地　の　一　覧　表
	
	所在・地番
	所有者
	使用者
	地目
	面積（㎡）
	法令等による地域・地区の指定状況

	
	
	
	
	
	公簿
	実測
	法令名等
	地域・地区名

	計画地
	１
	津市広明町○○番地
	（株）三重県
	（株）三重県
	山林
	2450
	2550
	該当なし
	

	
	２
	津市広明町△△番地
	（株）三重県
	（株）三重県
	山林
	2500
	2750
	該当なし
	

	
	３
	津市広明町□□番地
	（株）三重県
	（株）三重県
	山林
	1000
	1150
	該当なし
	

	
	４
	津市広明町◇◇番地
	（株）三重県
	（株）三重県
	山林
	1000
	1000
	該当なし
	

	
	５
	津市広明町▽▽番地の一部
	二見　岩男
	（株）三重県
	山林
	4000
	1000
	該当なし
	

	
	６
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	７
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	８
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	９
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	10
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	公有財産
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	地目別面積
	地目
	山林
	地目
	
	地目
	
	合　　　　　　計

	
	公簿
	10950　㎡
	公簿
	㎡
	公簿
	㎡
	公簿
	10950　㎡

	
	実測
	8450　㎡
	実測
	㎡
	実測
	㎡
	実測
	8450　㎡


注)１　計画地に係る土地登記簿謄本、公図（法務局備付地図の写し）及び実測面積の算出の根拠となる資料を添付すること。
   ２　第１１条の定める所有権その他土地の使用権原を証明する書類（土地売買契約書又は土地使用承諾書等）等を添付すること。
   ３　法令等による地域・地区の指定状況欄には、第６条第２号に規定する法令名、地域名等を記入すること。
別紙－２
取　扱　い　予　定　の　産　業　廃　棄　物　の　種　類
	産業廃棄物
の　種　類
	産業廃棄物の
具　体　的　名　称
	１カ月あたりの
平　均　取　扱　い　量
（ｔ・ｍ3／月）
	有害物

質含有

の有無
	有　害　物　質
の　　名　　称

	木くず
	廃パレット、建設工事により発生した伐採木
	　　　２００ｔ／月
	有・ eq \o\ac(○,無)
	

	廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を除く。）
	廃ペットボトル、塩化ビニールパイプ、梱包用ビニールシート


	　　　１５０ｔ／月
	有・ eq \o\ac(○,無)
	

	
	
	
	有・無
	

	
	
	
	有・無
	

	
	
	
	有・無
	

	
	
	
	有・無
	

	
	
	
	有・無
	

	
	
	
	有・無
	

	
	
	
	有・無
	


　注）有害物質を含有する場合は、その名称、成分等を明らかにする書類を添付すること。
別紙－３
契　約　（　予　定　を　含　む　）　事　業　所　名　簿
	事　　業　　所
	産業廃棄物の
種　　　　　類
	最終処分、中
間処理、保管
積替の別
	１カ月当たりの
平均取扱い量
（ｔ・ｍ3／月）
	備　　考

	（住所）〒○○○○
三重県○○市○○町
（氏名）

○○株式会社
（電話番号）
○○○―○○○―○○○○
　　　　
	木くず

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を除く。）

	中間処理
中間処理
	１００ｔ／月

５０ｔ／月


	

	（住所）〒○○○○
三重県○○市○○町
（氏名）

△△株式会社
（電話番号）
○○○―○○○―○○○○
　　　　
	木くず

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を除く。）


	中間処理

中間処理
	１００ｔ／月

５０ｔ／月
	

	（住所）〒○○○○
三重県○○市○○町
（氏名）

××株式会社
（電話番号）
○○○―○○○―○○○○

	廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を除く。）

	中間処理


	５０ｔ／月


	


　注）申請者が収集・運搬を行わない場合にあっては、備考欄に収集運搬業者名（予定）を記載　　　　　

すること。
別紙－５－１（１）
中　間　処　理　施　設　に　係　る　事　業　計　画
	基本計画
	施設の内容
	種　　　　　類
	法許可
	処　理　能　力
	１日の稼働時間

	
	
	第7号廃プラスチック類の破砕機
第8-2号　木くずの破砕機
	 eq \o\ac(○,要)・不要
	　　　２０ｔ／日

４０ｔ／日
	８Ｈ／日

	
	
	第　　号
	要・不要
	ｔ、ｍ３／日
	Ｈ／日

	
	
	
	要・不要
	ｔ、ｍ３／日
	Ｈ／日

	
	施設使用開始
予　定　日
	手続き終了後　年　　　月　　　日　～

	
	１日平均中間処理量、及び搬入・搬出車両台数
（取扱廃棄物ごとに記入）
	廃プラスチック類：7t、木くず：10t

搬入・搬出車両台数

廃プラスチック類：2台程度、木くず：10台程度

	
	技　術
管理者

又は

施　設

管　理

責任者
	氏　　名
	三重　太郎

	
	
	資格内容
	規則第１７条第１項第４号の技術管理者
平成○○年××月△△日

産業廃棄物処理施設技術管理者講習

破砕・リサイクル施設コース　基礎・管理課程を修了。

	処理計画
	廃   棄   物
受入れの方法
	計量器で計量、マニフェスト及び展開検査により廃棄物を確認後、それぞれ廃棄物ごとに受入・保管場所にて受入れ。
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	処理の方法
	処理フローの通り、種類ごとに破砕する。
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	処理後の産業廃棄物または再生品の処理方法等

	
	処理後の産業廃棄物または再生品の種類
	木くず（チップ）
	廃プラスチック類

（原料）
	処理残さ

	
	発生量

（t/月又はm3/月）
	２００ｔ／月
	１５０ｔ／月
	基本的になし

	
	処理方法
	埋立処分　中間処分　売却
(株)○○ 所在地:三重県○○市○○町○○番地

(株)△△ 所在地:三重県△△町

△△番地

へ燃料として売却する。
	埋立処分　中間処分　売却
(株)○○ 所在地:三重県○○市

○○町○○番地

(株)△△ 所在地:三重県△△町

△△番地

へ原料として売却する。
	埋立処分　中間処分　売却
基本的に発生しないが発生した場合、管理型最終処分場にて埋立処理する。

(株)□□ 所在地：三重県□□市

□□町□□番地

□□管理型最終処分場


別紙－５－１（２）
	構

造

等

の

計

画
	構造力学上の
安全性
	材質等　ステンレス及び鉄製

　　　　別紙　設計図による
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	処理能力の
算定根拠
	メーカーより提示。別紙カタログ及び設計計算書参照。

添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	腐食防止
	錆止め防止塗料塗布。　　　　添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	飛散、流出

悪臭の

発散防止
	建屋内で保管・作業を行うことにより、飛散・流出を防止する。散水設備を設置する。作業時は、扉・窓等を閉める。
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	騒音・振動
及び粉じん
の発生防止
	騒音・振動の発生を防止するため、施設は建屋内に設置し、敷地境界において騒音：○○ｄＢ、振動：○○ｄＢを遵守する。
粉じん防止については散水設備を設置する。       
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	汚水処理施設
の概要
フロー図添付
	処理方式
処理能力　　　　　　ｍ３／日
添付書類：■ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　□有（別添－　　のとおり）

	
	排ガス処理
施設の概要
フロー図添付
	処理方式
処理能力　　　　　　ｍ３Ｎ／ｈ
添付書類：■ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　□有（別添－　　のとおり）

	
	廃棄物の
受入設備
	位置　　別紙の通り
構造　　計量設備としてはかりを設置。

廃棄物の保管施設は床面コンクリート造りの建屋内に設置する。
規模　　木くず保管施設120㎡、360㎥

廃プラスチック保管施設80㎡、240㎥

添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	処理後の

廃棄物等の

保管施設
	位置　　別紙の通り
構造　　床面コンクリート、建屋内保管設置。
規模　　面積200m2　　600m3 　添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	囲い等
	鋼製囲い及びスライド門扉。
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	雨水等の流入
防止
	建屋内のため雨水の流入はない。
    添付書類：■ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　□有（別添－　　のとおり）

	
	搬入道路
	国道○号線から県道○号線を経由し、事業計画地へ搬入。
　添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	消火設備
	 eq \o\ac(○,有)　無　（有の場合　その概要）添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	車両足洗設備
	有　 eq \o\ac(○,無)　（有の場合　その概要）添付書類：■ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　□有（別添－　　のとおり）

	
	駐車設備
	 eq \o\ac(○,有)　無　（有の場合　その概要）添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有 別添－●●のとおり）

	
	管理事務所
	 eq \o\ac(○,有)　無　（有の場合　その概要）添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	その他、施設の種類ごとに、規則第12条の2に定める構造等の基準の適合方法について記載すること。

	
	・破砕機によって生ずる粉じんの周囲への飛散を防止するため、散水設備を設置する。


別紙－５－１（３）
	構
造
等
の
計
画

	放流先までの

経　　　　路
	工程からの排水はない。
雨水については場内沈砂槽からＵ字溝を経由して○○川へ放流する。
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	
	原             水
	放　　　流　　　水

	
	
	通　　 常
	最　　 大
	通　 　常
	最　　 大

	
	排 　水 　量
	ｍ３／日
	ｍ３／日
	ｍ３／日
	ｍ３／日

	
	水
質
	ｐＨ
	
	
	
	

	
	
	ＢＯＤ
	mg／L
	mg／L
	mg／L
	mg／L

	
	
	ＣＯＤ
	mg／L
	mg／L
	mg／L
	mg／L

	
	
	ＳＳ
	mg／L
	mg／L
	mg／L
	mg／L

	
	
	ｎ－ヘキサン
	mg／L
	mg／L
	mg／L
	mg／L

	
	
	＊その他有害物質等があれば、下欄に記入すること。

	
	
	
	mg／L
	mg／L
	mg／L
	mg／L

	
	
	
	mg／L
	mg／L
	mg／L
	mg／L

	
	
	
	mg／L
	mg／L
	mg／L
	mg／L

	
	
	
	mg／L
	mg／L
	mg／L
	mg／L

	
	大

気

質
	排ガス　量
	wet
	　　　　　　　　　　　　　　ｍ3Ｎ／ｈ

	
	
	
	dry
	　　　　　　　　　　　　　　ｍ3Ｎ／ｈ

	
	
	排ガス中の

酸素濃度（％）
	　　　　　　　　　　　　　　　　％

	
	
	
	処理前
	処理後

	
	
	排ガス

温度（℃）
	
	

	
	
	ばいじん

（g/ｍ3Ｎ）
	
	

	
	
	塩化水素

（mg/ｍ3Ｎ）
	
	

	
	
	硫黄酸化物　 （ppm）
	
	

	
	
	窒素酸化物（ppm）
	
	

	
	
	ダイオキシン類

（ng-TEQ/ｍ3Ｎ）
	
	

	
	
	＊その他有害物質等があれば、下欄に記入すること。

	
	
	　 （ppm）
	
	

	
	
	　 （ppm）
	
	


別紙－５－２（１）
	維
持
管
理
等
の
計
画
	作業方法
	作業人数                      ４ 人
作業時間　　　８：００～１７：００（休憩：1時間含む）
       添付書類：■無　□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 有（別添－　　のとおり）

	
	受入時の廃棄
物の性状の分
析・計量方法
	マニフェスト、展開検査により性状確認。
計量は計量器にて行う。
添付書類：■ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　□有（別添－　　のとおり）

	
	異常事態時の
措置
	ただちに施設の運転を停止し、事務所及び関係機関への連絡をするとともに、適切な対応を行う。
添付書類： □ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	飛散・流出

悪臭の防止
	方法　　建屋内で作業を行う。また日常の清掃等により飛散・流出を防止する
回数　　清掃　○回以上／日
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	火災発生防止
	場内の火気の使用を禁止する。

保管している廃棄物の温度管理を行う。
添付書類：■無　□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 有（別添－　　のとおり）

	
	衛生害虫等の
発生防止
	方法　発生が予測される場合、適宜薬剤の散布を行う。
添付書類：■ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　□有（別添－　　のとおり）

	
	騒音・振動
粉じんの防止
	騒音・振動について、機器の日常・定期点検を徹底し、作業についても注意を払う。
粉じんについて、作業時に注意を払うとともに、必要に応じ散水により防止する。
添付書類：■ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　□有（別添－　　のとおり）

	
	放流水
・

排ガス
の管理
	項目
	管理値
	測定頻度

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	定期的点検
機能検査
	方法　メーカー点検、及び日常点検。
回数　メーカー点検：○回／年、日常点検は、使用時毎日。
     添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	点検、検査の
記録及び保存
	記録内容　　別添記録票により日常・定期検査を行い、５年間保存する。
保存　　　　
  添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）


別紙－５－２（２）
	
	その他、施設の維持管理に関する計画

	
	騒音・振動

粉じん
	機器の日常・定期点検を徹底し、作業についても注意を払うほか、敷地境界において騒音：○○ｄＢ、振動：○○ｄＢを遵守し、年○回の測定を行う。

粉じんについて、作業時に注意を払うとともに、必要に応じ散水により防止する。



　注）　１　記入欄が不足する場合は、適宜、別紙等へ記入し添付すること。
２　次の書類、図面を添付すること。
	中間処理施設の計画概要図
・平面図、立面図、側面図、構造図、断面図、その他

	敷地内における施設等の配置図
	中間処理の計画を記載した書類

（廃棄物処理のフロー図等）

	その他環境保全の計画を記載した書類
	災害防止計画を記載した書類

	設計等の計算書
	その他地域防災総合事務所長、地域活性化局長が必要と認めた書類等


別紙－６－１
積　替　保　管　施　設　に　係　る　事　業　計　画
	基
本
計
画
	種類
	 　１　積替施設　　　　　eq \o\ac(○,2)　積替保管施設

	
	積替保管
能　　力
	保管面積　　　○○㎡
保管量　　　　××㎥
積替面積　　　△△㎡

	
	施設使用開始

予　定　日
	手続き終了後　年　　　月　　　日　　～

	
	１日平均搬入・搬出量及び搬入・搬出車両台数
（取扱廃棄物ごとに記入）
	木くず　　　　１０トン／日

廃プラスチック類　７トン／日

木くず　３台　　廃プラスチック類　１台

	
	施設の

管理

責任者
	氏名
	代表取締役　　三重　太郎

	
	
	資格内容
	産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会収集運搬過程修了証

	構
造
等
の
計
画
	飛散、流出
地下浸透
悪臭防止
	 構造、規模
建屋は鉄骨造、鉄板葺で、床面コンクリート構造。面積は○○㎡。

建屋内に保管するため、飛散、流出しない。床面をコンクリート構造にし、地下浸透を防止する。

   添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	囲い等
	敷地周辺を塀で囲い、出入り口にはスライド門扉を設置する。
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	雨水等の
流入防止
	積替え・保管は建屋内で行うので、雨水の流入のおそれは低いが、建屋周辺に排水施設を設ける。
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	搬入道路
	国道○○号線→県道××号線→市道△△号線→計画地

詳細は別添搬入道路地図のとおり。
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	消火設備
	 eq \o\ac(○,有)　無　（有の場合　その概要）添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	車両足洗設備
	 eq \o\ac(○,有)　無　（有の場合　その概要）添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	駐車設備
	 eq \o\ac(○,有)　無　（有の場合　その概要）添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	管理事務所
	 eq \o\ac(○,有)　無　（有の場合　その概要）添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）



別紙－６－２
	維
持
管
理
等
の
計
画
	作業方法
	作業人数　　４人

作業時間　　８：００～１７：００（休憩１時間含む）

	
	廃棄物の確認
	マニフェストおよび目視にて確認する。容器に破損等異常が見つかった場合には荷下ろしを中止し、適切な対応をする。
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	廃棄物の
受入の方法
	廃棄物をマニフェストおよび目視で確認し、計量器にて計量した後、廃棄物を展開検査する。異常が認められた場合には受け入れを中止し、適切な対応をする。

詳細は処理フロー図による。

添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	廃棄物の
積替え方法
	保管場所に整然と保管された廃棄物を品目毎に登録車両へ積み込む。積み込みに際してはフォークリフトを用いる。容器に入った廃棄物は入れ替え等をせずそのまま積み込む。

詳細はフロー図による。
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）
（別添－　　のとおり）

	
	飛散・流出
悪臭の防止
	方法
作業は建屋内で行い、作業中は扉を閉める。また、作業日には毎日清掃を行い建屋内を清潔に保つ。

添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	火災発生防止
	方法
場内での火気の使用は禁止する。建屋は難燃性の素材でできている。施設には消火器を常備し、定期点検を行う。

添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	衛生害虫等の
発生防止
	方法
施設内は日常的な清掃により清潔に保つ。害虫が発生するおそれがある場合には、防虫剤を散布し、駆除する。

添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）

	
	騒音・振動
及　　　び
粉じん防止
	方法
騒音・振動については、車両の日常点検および定期点検を確実に行う。

粉じんについては、作業時に細心の注意を払い、必要に応じて散水を行う。
添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）



	
	点検、検査の

記録及び保存
	記録内容　別添記録票により日常・定期検査を行い、５年間保存する。
保存

添付書類：□ MACROBUTTON  CheckIt 

 MACROBUTTON  ClearFormField 無　■有（別添－●●のとおり）


別紙－６－３
	保 有 す る （ 予 定 を 含 む ） 機 材
	機　材　名
	車両等の
登録番号
	能　力　等
	使　用　目　的
	備　　　考

	
	キャブオーバー
	三重××

あ△△△△
	２２００ｋｇ
	木くずの運搬
	

	
	脱着装置付コンテナ専用車
	三重××
い△△△△
	４０００ｋｇ
	木くずの運搬
	

	
	ダンプ
	三重××

う△△△△
	９０００ｋｇ
	木くずの運搬
	

	
	ダンプ
	三重××

え△△△△
	９５００ｋｇ
	廃プラスチック類の運搬
	土砂禁

	
	フォークリフト
	
	２０００ｋｇ
	
	


　注）　１　記入欄が不足する場合は、適宜、別紙等へ記入し添付すること。

２　次の書類、図面を添付すること。
	
	積替保管施設計画概要図

・平面図、立面図、側面図、構造図、断面図、その他
	

	
	敷地内における施設等の配置図
	積替保管の計画を記載した書類（廃棄物処理のフロー図等）
	

	
	その他環境保全の計画を記載した書類
	災害防止計画を記載した書類
	

	
	設計等の計算書
	その他地域防災総合事務所長、地域活性化局長が必要と認めた書類等
	


別紙－７
会　社　概　要　・　業　務　経　歴
	年月日
	業　　　務　　　経　　　歴

	昭和45年4月2日
	法人設立

	平成12年4月1日
	三重県産業廃棄物収集運搬業許可取得

	平成17年4月1日
	名古屋市産業廃棄物収集運搬業許可取得（法改正により愛知県の許可に集約）

	平成17年4月1日
	愛知県産業廃棄物収集運搬業許可取得

	平成18年4月1日
	愛知県特別管理産業廃棄物収集運搬業許可取得

	年　月　日
	

	年　月　日
	

	役職
	役員の氏名
	担当業務

	代表取締役社長
	三重　太郎
	業務全般

	専務取締役
	三重　次郎
	建設部門担当

	常務取締役
	三重　三郎
	廃棄物処理部門担当

	
	
	

	
	
	

	事務所および
事業場の名称
	所　　　　　　在　　　　　　地
	電　話　番　号

	名古屋支店
	〒○○○－○○○○　愛知県名古屋市○○区○○
	XXX-XXX-XXXX

	津工場
	〒○○○－○○○○　三重県津市広明町○○
	XXX-XXX-XXXX

	
	〒
	

	
	〒
	

	
	〒
	

	事務職員
	        ２   人
	運転手
	        ５   人
	作業員
	       ４   人
	計
	     １１   人


注）従業員数は、計画事業場の従業員についてのみ記入すること。
別紙－８
他　都　道　府　県　等　の　産　廃　処　理　業　許　可　の　取　得　状　況
	都道府県
または指定市
	許可の種類
	許可番号
	有効期限

	愛知県
	産廃収集運搬
	023XXXXXXXX
	平成27年3月31日

	愛知県
	特管産廃収集運搬
	023XXXXXXXX
	平成28年3月31日

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


注）「許可の種類」は、産廃、特管産廃の区分および収集運搬、中間処分、最終処分の区分を記入すること。
別紙－９
市　町　と　の　協　議　状　況
	１　協議対象市町名　　津市

	２　土地利用に関する条例又は要綱等の有無
　　　　　　有　　　　無              有の場合はその名称



	３　水道水源保護条例等の有無
　　　　　　有　　　　無              有の場合はその名称　津市水道水源保護条例


	４　協議経過及び結果（日付も記入）

　　　　　○年○月○日　津市○○課

　　　　　　　　　　　　○○○○


注）事業計画書の作成前に関係市町と必要な協議を行って下さい。

別紙－１１－１
隣　接　地　の　一　覧　表
	
	所在・地番
	所有者
使用者
	所有者及び使用者の氏名
（団体等にあっては名称および代表者の氏名）
	地目
	法令等による地域・地区の指定状況
	同意取得の有無
	同意書の
取得年月日
	備考

	
	
	
	
	
	法令名等
	地域・地区名
	
	
	

	隣接地
	１
	津市広明町ＡＡ番地
	所・使
	伊勢　海老蔵
	山林
	該当なし
	
	 eq \o\ac(○,有)・無
	○年○月○日
	

	
	２
	同上
	所・使
	宮川　鮎美
	同上
	同上
	
	 eq \o\ac(○,有)・無
	○年○月○日
	

	
	３
	津市広明町ＢＢ番地
	所・使
	尾鷲　杉郎
	山林
	該当なし
	
	 eq \o\ac(○,有)・無
	○年○月○日
	

	
	４
	津市広明町ＣＣ番地
	所・使
	(株)和歌山

代表取締役　

和歌山　一郎
	山林
	該当なし
	
	 eq \o\ac(○,有)・無
	○年○月○日
	

	
	５
	津市広明町ＤＤ番地
	所・使
	大入　道子
	山林
	該当なし
	
	 eq \o\ac(○,有)・無
	○年○月○日
	

	
	６
	津市広明町ＥＥ番地
	所・使
	二見　岩男
	山林
	森林法
	保安林
	 eq \o\ac(○,有)・無
	○年○月○日
	

	
	７
	
	所・使
	
	
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	８
	
	所・使
	
	
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	９
	
	所・使
	
	
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	10
	
	所・使
	
	
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	11
	
	所・使
	
	
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	12
	
	所・使
	
	
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	公有財産
	
	所・使
	
	
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	
	
	所・使
	
	
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	
	
	所・使
	
	
	
	
	有・無
	年　月　日
	


注）１　同意書の写し（両面）を添付すること。
２　「法令等による地域・地区の指定状況」は、第６条第２号に規定する法令名、地域名等を記入すること。
３　同意取得範囲の土地登記簿及び公図を添付すること。
４　同意取得範囲のわかるもの（例：合成公図に事業計画地及び同意取得範囲を明示したもの）を添付すること

５　使用者とは、土地所有者以外に土地の使用権限を有するものをいう。

別紙－１１－２
同　意　書　等　の　取　得　状　況
	
	氏名

（団体等にあっては名称および代表者の氏名）
	所在地
	同意取得
の

有無
	同意書の
取得年月日
	備考

	範囲内に居住する者等
	１
	藤原　岳夫
	津市広明町○○
	 eq \o\ac(○,有)・無
	○年○月○日
	

	
	２
	伊賀　忍
	津市広明町○○
	 eq \o\ac(○,有)・無
	○年○月○日
	

	
	３
	松阪　牛太
	津市広明町○○
	 eq \o\ac(○,有)・無
	○年○月○日
	

	
	４
	熊野　小道
	津市広明町○○
	 eq \o\ac(○,有)・無
	○年○月○日
	

	
	５
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	６
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	７
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	８
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	９
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	10
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	11
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	12
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	13
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	14
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	15
	
	
	有・無
	年　月　日
	

	
	居住者等総数　　４　名
	同意書等取得者数　４　名
	同意取得率　１００　％

	河川水路等の管理者・水利権者
	１
	
	
	有・無
	　 年　月　日
	

	
	２
	
	
	有・無
	　 年　月　日
	

	
	３
	
	
	有・無
	　 年　月　日
	

	
	４
	
	
	有・無
	　 年　月　日
	

	
	５
	
	
	有・無
	　 年　月　日
	


  注）１　同意書の写し（両面）を添付すること。

　　　２　同意取得範囲のわかるものを添付すること。
許可施設については技術管理者の設置が必要です。


規則第１７条の規定のうち、どの資格による技術管理者に該当するか、詳細を記載してください（登録されている技術士の部門や実務経験等）。














処理後の物が有価物であっても、その内容を記載してください。




















許可施設にあっては規則第11条第3項第1号及び第2号の維持管理に関する計画の項目等になります。





図面やフロー図等を用いて詳しく説明してください。





図面やフロー図等を用いて詳しく説明してください。





有無の該当する方に○をつけ、有の場合は、設備の設置状況が分かる図面等を添付してください。





積替面積とは、展開場所や分別作業場所の面積をいいます。





該当する施設名に○をしてください。





有無の該当する方に○をつけ、有の場合は設置状況が分かる図面等を添付してください。





別添には図面やフロー等を用いて明示してください。





許可施設でない場合には、該当なしと記載してください。





許可施設にあっては規則第11条第3項第3号の計画として定めるものを記載してください。








事業計画地の中に土地の一部を含む場合、公簿欄には一部使用となる土地の全体の面積を記入し、実測欄には実際に事業で使用する面積を記入してください。








